
令
和
四
年
度
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
学
力
検
査

国

語

注

意

1

問
題
の
⚑
は
放
送
に
よ
る
検
査
で
す
。
問
題
用
紙
は
放
送
に
よ
る
指
示
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

2

問
題
用
紙
は
表
紙
を
入
れ
て
八
ペ
ー
ジ
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
に
解
答
用
紙
が
一
枚
あ
り
ま
す
。

3

受
検
番
号
は
、
検
査
開
始
後
、
解
答
用
紙
の
決
め
ら
れ
た
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

4

机
の
上
に
置
け
る
も
の
は
、
受
検
票
・
鉛
筆
(シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
も
可
)・
消
し
ゴ
ム
・
鉛
筆
削
り
で
す
。

5

筆
記
用
具
の
貸
し
借
り
は
い
け
ま
せ
ん
。

6

問
題
を
読
む
と
き
、
声
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

7

印
刷
が
は
っ
き
り
し
な
く
て
読
め
な
い
と
き
や
、
筆
記
用
具
を
落
と
し
た
と
き
な
ど
は
、
だ
ま
っ
て
手
を
あ
げ
な
さ
い
。

8
「
や
め
な
さ
い
」
と
い
う
合
図
で
す
ぐ
に
書
く
の
を
や
め
、
筆
記
用
具
を
置
き
な
さ
い
。

答
え
の
書
き
方

1

答
え
は
、
問
題
の
指
示
に
従
っ
て
、
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
し
な
さ
い
。

2

答
え
は
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。
答
え
を
書
き
直
す
と
き
は
、
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
書
き
な
さ
い
。

3

答
え
を
漢
字
で
書
く
場
合
は
、
楷か
い

書し
ょ

で
書
き
な
さ
い
。

国 ⚑



⚑
放
送
に
よ
る
検
査
（
16
点
）

【
資
料
】

⚒
次
の
⟹⚑
、
⟹⚒
に
答
え
な
さ
い
。（
14
点
）

⟹⚑

次
の
ア
～
オ
の

の
漢
字
の
読
み
が
な
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
カ
～
コ

の

の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
楷か
い

書し
ょ

で
漢
字
に
書
き
改
め
な
さ
い
。

ア

不
屈
の
精
神
で
や
り
遂
げ
る
。

イ

試
合
前
に
激
励
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
。

ウ

博
物
館
で
剝
製
を
見
る
。

エ

砂
糖
を
水
に
溶
か
す
。

オ

小
学
生
の
頃
の
自
分
を
顧
み
る
。

カ

芸
術
家
の
ソ
シ
ツ
が
あ
る
。

キ

国
王
へ
の
チ
ュ
ウ
セ
イ
を
誓
う
。

ク

古
く
な
っ
た
靴
を
ホ
シ
ュ
ウ
す
る
。

ケ

誕
生
会
に
友
人
を
マ
ネ
く
。

コ

湿
気
を
取
り
ノ
ゾ
く
装
置
。

国 ⚒

新
聞
の
一
部

〇
〇
中
学
校
新
聞

（
見
出
し
）

10
月
15
日
(金
)に
文
化
祭
が
行
わ

れ
た
。
⚓
年
生
が
制
作
し
た
各
ク
ラ

ス
の
「
学
級
旗
」
が
展
示
さ
れ
た
。

学
級
旗
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ス
の
目
標
の
言
葉

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

絵
柄
が
入
り
、
色

と
り
ど
り
の
学
級
旗
が
見
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
た
。
⚓
年
⚒
組
の
佐
藤
君

は
「
細
か
い
部
分
の
色
塗
り
が
大
変

だ
っ
た
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

完
成
さ
せ
た
の
で
う
れ
し
い
」
と
、

ク
ラ
ス
の
団
結
を
喜
ん
だ
。
学
級
旗

は
、
文
化
祭
終
了
後
、
各
ク
ラ
ス
の

教
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

下
の
読
み
取
り
コ
ー
ド
か
ら

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

http://……

(写
真
)

話
し
合
い
の
記
録

生徒会役員会（司会：林さん）

〔本田さん〕

動画を利用する。

・動画の特徴

→ 。

・紹介する内容

→「総合的な学習の時間」

で調べたこと。

〔中村さん〕

新聞を作る。

・新聞の特徴

→全体を見渡せるので読み

やすいこと。

・紹介する内容

→文化祭で学級旗が展示

されたこと。



⟹⚒

次
の
ア
、
イ
の

の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
漢
字
で
表
し
た
と
き
、
そ
の
漢
字

と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
熟
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
⚑
～
⚔
の
中
か
ら

一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア

紙
を
縦
に
サ
く
。

⚑

決
裂

⚒

風
刺

⚓

避
暑

⚔

過
去

イ

シ
ュ
コ
ウ
を
凝
ら
し
た
お
も
て
な
し
を
す
る
。

⚑

特
殊

⚒

主
役

⚓

取
得

⚔

趣
味

⚓
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
⟹⚑
～
⟹⚓
に
答
え
な
さ
い
。（
12
点
）

【
漢
文
】漢

人ニ

有リ

適ク
モ
ノ

呉ニ

。
呉

人

設ク
レ
バ

㆑

笋ヲ

、
問フ

「
是レ

何

物ゾ
ト。
」

語ゲ
テ

曰ハ
ク、
「
竹

也ト

。
」
帰リ

テ

煮ル
モ㆓

其ノ

（
注
1
）

床

簀ヲ
㆒

而

不
㆑

熟セ

、
乃チ

謂ヒ
テ㆓

其ノ

妻ニ
㆒

曰ハ
ク、
「
呉

人ハ

（
注
2
）

轣

轆タ
リ、
欺ク

コ
ト

㆑

我ヲ

如シ
ト㆑

此ク
ノ。
」『

笑し
ょ
う

林り
ん

』
よ
り

【
書
き
下
し
文
】

（
漢
の
国
の
人
で
）

漢か
ん

人ひ
と

に
呉ご

に
適ゆ

く
も
の
有
り
。（

呉
の
国
の
人
が
た
け
の
こ
料
理
を

用
意
し
た
と
こ
ろ
）

呉ご

人ひ
と

笋
た
け
の
こ
を
設ま
う

く
れ
ば
、
問
ふ

「
是こ

れ
何
物
ぞ
。」
と
。
語つ

げ
て
曰い

は
く
、「

（
竹
で
す
）

竹
な
り
。」
と
。
帰
り
て

其そ

の
床し
や
う

簀さ
く

を
煮
る

（
煮
え
な
か
っ
た
の
で
）

も
熟じ
ゆ
く

せ
ず
、

乃す
な
は

ち
其
の
妻
に
謂い

ひ
て
曰
は
く
、

「
呉
人
は
轣れ
き

轆ろ
く

た
り
、
我
を
欺
く
こ
と

（
こ
の
よ
う
だ
）

此か

く
の
ご
と
し
。」
と
。

（
注
1
）
床
簀
…
…
ベ
ッ
ド
に
敷
く
た
め
の
竹
で
編
ん
だ
敷
物
。

（
注
2
）
轣
轆
…
…
人
を
偽
り
、
欺
く
こ
と
。

⟹⚑

有リ

適ク
モ
ノ

呉ニ

に
、【
書
き
下
し
文
】
を
参
考
に
し
て
、
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い
。

⟹⚒

問
ふ

の
主
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
⚑
～
⚔
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

そ
の
番
号
を
書
き
な
さ
い
。

⚑

作
者

⚒

漢
人

⚓

呉
人

⚔

妻

⟹⚓
【
漢
文
】
に
あ
る
「
漢
人
」
と
、
次
の
【
資
料
】
に
あ
る
「
宋
人
」
に
つ
い
て
、

両
者
に
共
通
す
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
⚑
～
⚔
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
書
き
な
さ
い
。

【
資
料
】

（
宋
の
国
の
人
で
畑
を
）

宋そ
う

人ひ
と

に
田
を
耕
す
者
有
り
。

（
畑
の
中
に
木
の
切
り
株
が
あ
り
）

田で
ん

中ち
ゆ
う

に
株
有
り
、
兎う
さ
ぎ

走
り
て

株
に

（
突
き
当
た
り
）

触
れ
、
頸く
び

を
折
り
て
死
す
。

（
そ
こ
で
自
分
の
す
き
を
放
り
出
し
て
）

因よ

り
て
其そ

の
耒す
き

を
釈す

て
て

（
切
り
株
の
番
を
し
）

株
を
守
り
、

（
再
び
）

復ま

た
兎
を

（
手
に
入
れ
よ
う
と
待
ち
望
ん
だ
）

得
ん
と
冀ね
が

ふ
。

（
兎
を
二
度
と
は
）

兎
復
た

（
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
）

得う

べ
か
ら
ず
し
て
、

（
彼
自
身
は
）

身
は
宋
国
の
笑わ
ら
ひ

と
為な

れ
り
。

『
韓か
ん

非ぴ

子し

』
よ
り

⚑

両
者
と
も
自
分
の
思
い
違
い
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

⚒

両
者
と
も
自
分
の
失
敗
を
人
の
せ
い
に
し
て
い
る
。

⚓

両
者
と
も
古
い
習
慣
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⚔

両
者
と
も
予
想
通
り
に
な
っ
て
満
足
し
て
い
る
。

国 ⚓



⚔
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
⟹⚑
～
⟹⚕
に
答
え
な
さ
い
。（
22
点
）

国 ⚔



国 ⚕



⚕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
⟹⚑
～
⟹⚖
に
答
え
な
さ
い
。（
26
点
）

国 ⚖



国 ⚗



⚖
次
の
【
資
料
】
は
、「
国
語
が
乱
れ
て
い
る
と
思
う
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
、
調
査
年
度
ご
と
に
ま
と
め
た
グ
ラ
フ
で
す
。
こ
れ
を
見
て
、
あ
と
の

⟹⚑
～
⟹⚓
に
従
っ
て
文
章
を
書
き
な
さ
い
。（
10
点
）

【
資
料
】

⟹⚑

題
名
を
書
か
な
い
こ
と
。

⟹⚒

二
段
落
構
成
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
に
次
の
内
容
を
書
く
こ
と
。

・
第
一
段
落
で
は
、【
資
料
】
を
も
と
に
自
分
の
意
見
を
書
く
こ
と
。

・
第
二
段
落
で
は
、
第
一
段
落
を
ふ
ま
え
て
、
意
見
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

⟹⚓

百
五
十
字
以
上
、
二
百
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

国 ⚘

文化庁「国語に関する世論調査（令和元年度）」より作成


